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第4表味覚テストの結果
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3αがおいしい　1
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29，2
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・i 0

5）実験結果（第5表参照〉　・

①実験∬においても圧力鍋の加熱時閻，27分に対

し，普通鍋は180分と約1／6～7の時間で煮上がり，燃料

費，時間の節約は大きいo

②　味覚テストの結果，調味料の分量はさとう25％の

ほう（A’，C’）が，15％（B’，D’）より圧倒的に貯ま

れ，味付が同じ場合は圧力鍋のほうが好まれた。ま欺総

合的なおいしさでは，圧力鍋で25％のさとうのもの（A’）

が好まれ，次いで普通鍋25％のもの（C’）が好まれた。　
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第5表　大豆の調理法とその変化
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